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本書は、高校生が挑む
ニホンウナギ研究と環境再生の記録です。

　地球はいま、大きな岐路に立っています。
　未来を守るために、私たちになにができるのでしょ
うか。本書は、有明海域を舞台に、絶滅の危機にある
ニホンウナギと向き合いながら地球の未来を考える高
校生たちの挑戦の記録です。
　すべての生命は海から生まれました。命の母である
海の環境は、森や里の営みと深く結びついています。
海を守るには海だけを見ても解決できないのです。

　海に生まれ、川をのぼり、森に育まれ、再び海へ帰るニホンウナギは、まさに「森・里・海」をつなぐ象徴的な存在です。若い世代
の探究と行動を通して、地域の自然と地球環境の未来を見つめ直す一冊。新しい視点と希望をいっしょに探ってみましょう。
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